
　（趣　旨）
第１条　この要項は、東北学院大学（以下「本学」という。）が、東北学院大学試験施行細則第８条第２項に定める成
績評価方法（以下「100点満点による評価」という。）と併せて成績評価に使用するグレードポイント（以下「ＧＰ」
という。）及びその平均（以下「ＧＰＡ」という。）の取扱いに関し、必要な事項を定める。
　（定　義）
第２条　この要項において、「ＧＰ」とは、各授業科目の100点満点による評価に対応して設定された、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ及びＨの各グレードに付与される４から０までの評点をいい、ＧＰＡとは履修登録し、評価を受けた授業科目のＧ
Ｐから算出された１単位当たりの平均値をいう。
　（対象授業科目）
第３条　ＧＰＡ算出の対象授業科目は、本学卒業要件科目とする。ただし、100点満点による評価がなされない授業科
目はその対象としない。
　（グレード及びＧＰ）
第４条　各授業科目の100点満点による評価とグレードの関係及び各グレードに付与されるＧＰは次のとおりとする。
　⑴　Ｓ（90点～100点）　	 ＧＰ＝４
　⑵　Ａ（80点～ 89点）　	 ＧＰ＝３
　⑶　Ｂ（70点～ 79点）　	 ＧＰ＝２
　⑷　Ｃ（60点～ 69点）　	 ＧＰ＝１
　⑸　Ｄ（ 0点～ 59点）　	 ＧＰ＝０
　⑹　Ｈ（試験放棄・履修放棄）	 ＧＰ＝０
　（ＧＰＡの種類と算出方法）
第５条　ＧＰＡの算出は、次に掲げるとおりとし、計算値は小数点第３位を四捨五入し小数点第２位までの数値を表記
する。
　⑴　学期ＧＰＡの計算式

　　　　　
（当該学期に評価を受けた科目のＧＰ×その科目の単位数）の合計

当該学期に評価を受けた科目の総単位数

　⑵　年間ＧＰＡの計算式

　　　　　
（当該年度に評価を受けた科目のＧＰ×その科目の単位数）の合計

当該年度に評価を受けた科目の総単位数

　⑶　累積ＧＰＡの計算式

　　　　　
（過去に評価を受けた科目のＧＰ×その科目の単位数）の合計

過去に評価を受けた科目の総単位数

　（履修辞退科目の取扱い）
第６条　履修登録科目の辞退申請をした科目は、履修を放棄した科目とはせず、ＧＰＡ算出の対象科目としない。
　２　履修登録科目の辞退申請期間は、別に定める。
　３　履修登録科目の辞退申請期間に辞退した科目の単位数はＧＰＡ算出には含めないが、履修登録上限単位数に含める。
　（ＧＰＡの通知）
第７条　ＧＰＡの学生への通知は、成績通知表に当該学期ＧＰＡ、年間ＧＰＡ及び累積ＧＰＡを表記することによって
行う。
　（学修指導）
第８条　各学部学科は、ＧＰＡに基づく学修指導の計画を策定し、学生への学修指導を行うものとする。
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� �（趣　　旨）
第１条　この規程は、学則第25条第２項、第４項及び第５項に基づき、９月期卒業に必要な事項を定める。
� �（適用範囲）
第２条　学生は、第１学期（前期）終了時に学則第25条第１項及び第３項が定める卒業要件を満たした場合、９月30日
に卒業できるものとする。
� �（届出義務及び期間）
第３条　前条に該当する学生で９月期卒業を希望する者は、原則として４月の科目登録時に各学部窓口に申し出、個別
的に手続等についての指導を受けるものとする。
	 ２　９月期卒業を希望する者は、６月末日までに文書にて各学部窓口に届け出なければならない。
	 ３	　前２項の規定にかかわらず、「東北学院大学早期卒業に関する規程」に基づいて９月期の卒業を希望する学生に
ついての手続きの詳細は、同規程及び各学部の早期卒業細則等によるものとする。

� �（科目登録）
第４条　９月期卒業を希望する者にあっても他の学生と同様科目登録は４月のみとする。
� �（規程の改廃）
第５条　この規程の改廃は、教務委員会が発議し、教授会の議を経て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。
� �附　　則
	 この規程は、平成９（1997）年４月１日から施行する。
� �附　　則（平成19年４月１日）
	 この規程は、平成19（2007）年４月１日から施行する。
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